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令和 5 年度 第 2 回旭市総合戦略推進委員会 

 

議事録【要約】 

 

日時：令和 5 年 10 月 13 日（金）10：00～12：00 

場所：旭市役所 4 階 議会委員会室 

 

○出席者 

 

《委員》 

鎌田  元弘 委員長 出 柳  明美 副委員長 出 千脇  俊秀  委員 出 

横町  康博  委員 欠 林   千夏  委員 出 伊藤  直美  委員 出 

川村  崇   委員 出 奈良  暁子  委員 欠 越川  健一  委員 欠 

斎藤  鋭夫  委員 出 香取  忠良  委員 出 宮内  夏子  委員 出 

飯田  周作  委員 出 嶋田  明範  委員 出 加瀬  修一  委員 出 

花香  真菜  委員 出 西坂  重信  委員 出 水野  竜也  委員 出 

《事務局》 旭市企画政策課：柴課長、齋藤副課長、加瀬副課長、江戸班長、 

白土、川瀬、高木、来栖 

《支援業務受注者》（株）ちばぎん総合研究所 小松、福田 

 

○配布資料（事前配布） 

・ 次第 

・ 資料 1-1～1-5 重点施策マネジメントシート 

・ 資料 2-1～2-2 令和 4 年度地方創生推進交付金事業結果 

・ 資料 3     基本施策評価シート 

 

○ 会議内容 

 

１ 開会 

・配布資料の確認 

  ・欠席委員の報告 

  ・加瀬委員より自己紹介 

 

２ 議題 

委員長：議題の説明及び評価について、事務局からの説明をお願いします。 

 

事務局：４つの「重点プロジェクト」と「旭市生涯活躍のまち構想」、地方創生推進交付金事業につい

て、いただいた意見の内容の整理、とりまとめを事務局に一任させていただきたいと思います

が、いかがでしょうか。 
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委員長：シートの意見記入欄のとりまとめについて、事務局に一任ということですが、皆様いかがでし

ょうか。 

 

（異議なし） 

 

委員長：ありがとうございます。事務局一任とさせていただきます。 

 

委員長：引き続き、（１）重点施策について、事務局からの説明をお願いします。 

 

 

事務局：資料１-１重点施策マネジメントシート「地産振興プロジェクト」について説明 

 

 

委 員：開設法人の年間件数は増加傾向にある。一方で、廃業・倒産件数は把握されているか。純増で

どのぐらい増えているかが大事である。次に、農業産出額は、季節的な要因等もあって非常に

厳しいのかなと感じている。生産者とお話すると、エネルギーや飼料の高騰対策をしていかな

いと生産量がなかなか上がってこないのではないか。特に、養豚場では、温暖化で夏場になか

なか子供が生まれない、冷房の効いた新しい豚舎を作るにしても、資材が高騰して建て替えで

きないと聞いている。最後に、道の駅について、お客さんの接客にしてもサービスの向上が大

事かなと思う。利用者数の市内と市外の割合は把握されているか。今後、市内客・市外客どち

らの集客に力を入れていくのか。市外の集客に力を入れてくのであれば観光を含めた施策が必

要になりますし、市内の充実をしていくのであれば、地元の生産者を大切にしていかなければ

なりません。今後の課題として検討していくべきだと思う。 

 

事務局：令和 4 年の解散は 45 件、令和 3 年は解散が 55 件です。昨年に比べて解散件数は減っています

が、プラスとマイナスは、しっかり見ていかなければならないと思っています。道の駅利用客

について、数は把握できていませんが市内の方が多いと感じています。市内の方がリピーター

になっていただき、加えて、道の駅は市の情報発信施設であり、ＳＮＳやホームページを通じ

て市外にも情報発信ができ、市外からの人も増えていると感じています。また、道の駅近くに

生涯活躍のまち・みらいあさひができました。道の駅の利用客が減るのかなという懸念もあり

ましたが、上手くリンクして両方に人が流れ、市内に循環ができています。病院、みらいあさ

ひ、道の駅、飯岡灯台など観光地へ周遊できていると感じています。 

 

委 員：農業産出額が 448 億円ということで、ＫＰＩ達成状況の説明で全国トップクラスの産出額を誇

っていると書いてありますが、実際何位なのか記載してほしい。 

 

事務局：農業産出額の順位ですが、令和 2 年は 6 位、令和 3 年は 11 位です。全国の自治体 1700 程の中

で 11 番目はトップクラスということで記載しています。 

 

委 員：道の駅の件ですけれども、問題等のところで集荷スペースが足りていない、供用開始から９年
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目を迎え施設の修繕が必要というような記載がありますが、施設の拡張だとかそういった方針

をお聞きしたい。 

 

事務局：限られたスペースの中でレイアウトを工夫して、どうしたら多くの商品を並べられるか検討 

しているところです。実際、拡張となると費用もかかってきますので、今のところレイアウト

変更で対応している状況です。 

  

委 員：農業産出額は、ウクライナの戦争の影響による燃料高騰、今年は夏が暑すぎて種をまいても発

芽しないなどで野菜が高騰している感じがある。施設が古くなってきても、資材費が高いので

施設を更新できる人ばかりではないという状況もある。道の駅は、私も出荷しますが、時期的

に野菜が少ない時期もあるし、葉物とか痛みやすい野菜は、朝早く行かないと夕方には無くな

ってしまうという状況もある。リンゴやミカンなど旭市で取れないものは市場から仕入れたり、

スタッフの方が頑張ってくれていまして、みんなの力を合わせてどうにか今の状況がある。ま

た、道の駅に年間 120 万人が来いてる。旭中央病院も近くにありますから、上手く観光しても

らえるよう、もっと旭市の魅力をどんどん伝えていってもらいたい。道の駅ができて非常に良

かったと思っている。 

 

事務局：国で物価高騰対策の交付金が用意され、旭市としてはそれらを活用して、各事業者に対して支

援金という形で一律支援しています。引き続き、国の動向を確認しながら、市としても動いて

いきたいと思います。 

 

委 員：道の駅について、去年実施した安全、安心を証するマークの掲示も、ＳＮＳやウェブサイトで

お客様に伝えてほしい。まだまだＬＩＮＥを活用するなど、デジタルも含めてできる施策は

色々あると思う。 

 

事務局：ホームページやＳＮＳなどでの情報発信は大事で集客につながってくると思います。 

 

 

事務局：資料１-２重点施策マネジメントシート「子宝育成プロジェクト」について説明 

 

委 員：市内の小児科は一件しかない状況です。旭中央病院があるので安心しているが、予防接種の時

など市内では足らず市外の匝瑳市、香取市、東庄町など近隣の病院に電話をかけて探している

状況である。小児科の誘致をできれば施策に盛り込んでほしい。 

 

事務局：市内に小児科が少ないという現状は把握しています。ただ、市として何もしてないというわけ

ではなくて、やはり議論になっています。難しいのが相手のあることですので、医者を希望し

ても、小児科という限定はなかなかできないという部分があります。施策に記入するのは厳し

いかもしれませんが、どうにかしたいなというふうに考えているところです。 

 

委 員：移住相談で、小児科が少ないことに不安があると聞いたことがある。市が関わることなのかも



 

4 

 

含めて聞きたい。また、私自身が出会いコンシェルジュの立ち上げの時に関わっていた頃は「婚

活」という言葉が無かった。その後「婚活」という言葉ができて、現在は、「恋活」という言

い方で参加しやすい形をつくっている。参加して結婚するまで時間がかかってしまうわけだが、

この成果は何年ぐらい見ていくのか。 

 

事務局：小児科が少ないというのは理解しています。移住者の方が不安なのは確かにあると思います。

また、出会いコンシェルジュですが、現在の総合戦略は、令和 2 年から令和 6年までが一区切

りになっています。次期の令和 7年度からは、他の事業も含め目標指標、ＫＰＩはもう一度見

直しがかかります。 

 

 

事務局：資料１-３重点施策マネジメントシート「故郷創出プロジェクト」について説明 

 

委 員：ホームページのアクセス件数のＫＰＩについて、今ではアクセス解析がだいぶ進化していて、

どのページがどれぐらい、何分ぐらい見られているのかなど非常に細かく分かるようになって

いる。アクセス数だけではなくて、市民が一番関心のあるページというのも、次期の令和７年

度からＫＰＩの中で入れても良いのかなと思う。 

 

事務局：アクセス件数以外のＫＰＩについては、次期計画で検討していきたいと思います。 

 

委 員：移住サポートセンターに関わっている中で、「あったか！旭」のホームページもあり、移住を

考える方の相談件数が非常に増えている。また、ふるさと回帰支援センターという国の施設が

あるが、そこに千葉県ブースが昨年度開設されて、そちらに、２ヶ月に一度程、情報共有とい

うことで伺う。そういった活動により、千葉県内の自治体で旭市は上位だと思います。今後数

字が伸びていくと思っているので、なかなかやれることがたくさんあって、今一人の専任なの

で、人員を増やすことで、やれることも増える。また、幽学の里の米作りですが、ふるさと回

帰支援センターの方が旭市に視察に来たときに、偶然、米作りをしている方が準備をしている

のを見て、都市部から移住してきたい人は、こういった米作りや、みんなで収穫祭をやるとい

った田舎暮らしに憧れているので、このような場所に案内するような流れを作ってほしいと言

っていた。この「故郷創出プロジェクト」の中で、移住定住や幽学の米作り、そして移住サポ

ートセンターも混ざり、観光もありますので、観光物産協会とも、是非連携して、その先の結

果に繋げていけたら良いと思う。 

 

事務局：移住サポートセンターの人を増やすには、やはり予算の関係もありますので、そういったお 

    話があったということは伺いました。また、移住と米作り、農業と観光とった連携によるＰＲ 

    は効果的だと思いますので、そこはぜひ前向きに進めたいなと思いました。 

 

委 員：移住定住は、まず旭に来てもらわないと始まらない。旭市はもう少し観光に力を入れられると

感じている。観光大使とともに、やはり市が魅力を発信していくことを、もっとやっていかな

いといけない。足を運んでもらって、サーフィンもできる、農業もできるっていう、体験型に
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傾向していかないと定住につながっていかないと思う。 

 

事務局：観光についても、よりＰＲできるようにしていきたいと思います。また、ロケツーリズムとい

うことで、旭市が舞台のドラマや映画といった事にも力を入れています。旭市の名前を、市外

県外の方に知ってもらうため、合わせてＰＲを積極的に進めていきたいと思います。 

 

 

事務局：資料１-４重点施策マネジメントシート「安心形成プロジェクト」について説明 

 

委 員：多職種連携相談件数が目標の倍以上で、目標値をクリアできているのは相談場所が増えて、相

談しやすい環境を作ることができたから。ただし相談件数が多いと、元気なお年寄りが少ない

という見方もできる。そうなると老人クラブの目標値も難しいように感じる中で、若手会員の

勧誘活動とあるが、働き世代がどんどん高齢になっているので、クラブに参加できる方が少な

くなっていくが、若手会員の勧誘は何歳を想定しているか。 

 

事務局：相談しやすい環境が出来て非常に良いと思います。また、老人クラブの勧誘は 75 歳以下を 

想定しているようです。 

 

委 員：消防団員が減少しています。市の方で団員確保のためにＰＲしていただければ助かる。 

 

事務局：消防団員が減っているというよりは、きっとなり手が少なく、固定されてしまっているという

のが現状だと思います。団員確保のＰＲについては消防団員に頑張ってもらっている部分があ

ると思いますが、市の消防本部にも伝えたいと思います。 

 

委 員：市のコミュニティバスは、結構本数が少ないと感じる。もっと充実すれば、高齢者の方が自分

で運転しなくても、ちょっと買い物に行ったり、もう少し出かけたりできる。あとは職場まで

ガソリンが高いからコミュニティバスに乗ろうとしても、車の倍以上の時間がかかる。バスを

充実させれば、子ども達もちょっと乗ってみたりできると思う。 

 

事務局：毎年、年度初め頃にコミュニティバスやデマンド交通などのルートなどをまとめた冊子を各 

    世帯、また市役所でも配布しています。バスについては、朝夕の通勤・通学時間をメインに考 

えていますので、午前中は駅や病院に行く方、午後は、逆にそういったところから自宅に帰っ 

ていく方が多いということで路線を組んでいます。実際にバスの増便となると、なかなか難し

いものがあります。そこでデマンド交通という乗合タクシーがあります。基本 1 回 500 円で事

前登録と、予約が必要になりますが、バスの補完として利用していただきたいです。 

 

委 員：老人クラブですが、この名称を含め今の時代に合っているのかというところは非常に気になる

中で、方針で若手会員の勧誘活動をしていくとあるが、市がどのように関わっていくのか。若

手を入れたら補助を出したりするのか。また、観光や移住希望者の方が市内を回るために、公

共交通機関二次交通がないので困っていて、コミュニティバスも、やっぱり朝と夕方しかない
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ので、結果的にタクシー移動になり断念する方もいる。あとデマンド交通も、市役所とか決ま

った公共施設には行けるが、それ以外は、その特定の地域内でなければ移動できないので、そ

のあたりを今後どのように考えているか。 

 

事務局：老人クラブですが、今は「健やかシニアクラブ」という名称で活動されているそうです。市 

として勧誘を行うというよりは、クラブへの支援ということになります。また、コミュニティ

バスについては、一部重複しますが、朝夕の通勤・通学を主に考えています。また、デマンド

交通は、共通乗降場所を除き地区エリア内の移動に限られていますが、どこでも行けてしまう

と、1 乗車 500 円なので、民間タクシー会社のことも考慮する必要があります。例えば病院で

あればエリア跨ぎを可能にするなどありますが、エリアを跨ぐと、当然運行距離も長くなりま

すので、今まで一時間で何本か動いていた部分が難しくなるということも考えられますので、

しっかり検討していきます。 

 

委 員：老人クラブ、消防団員の人数の話があったが、新しく移住してきた方も、コミュニティに入る

必要が出てくる中で、やっぱり自助・共助でこれから生活していかなければいけないが、それ

が移住を妨げることになってしまうのも嫌だなと思う。こういう活動を新しく来る方にも知っ

てもらって、もっと周りと助け合って生きて生活していくっていうことを伝えてほしい。私の

家族も消防団員に加入していますが、新しく入ってくる方がいないのでずっと続けている。地

区の人数が減ると、できることも減っていく。これから長く生活していくために地域のコミュ

ニティが大事であり、お互い助け合いでやっていかなきゃいけないこともたくさんあると思う。

例えば、七夕祭りも、高齢化になって人がいないから外部委託になってしまっているのが、す

ごく寂しいなと感じる。なるべく、自分たちの街だから、自分たちの手でいろんなことができ

たらいいなと思う。 

 

事務局：移住してきた方などに、地域のコミュニティは、消防団も含めお知らせすることは確かに必要

だと思います。転入された場合には、市の窓口で区（自治会）加入の案内を配布しています。 

 

委 員：私も老人クラブに 50 代で入りました。私がいつも行くお店で話を聞いて、楽しそうだなと思

い入りました。その時は最年少でしょうと言われた。地域でこういうこともあるんだよってい

うことを市民の皆さんに伝えられるような活動が大事だと思う。また、防災資料館は、市外の

方に大変好評です。今度、団体で見学に来ます。私たちも災害時の食事の作り方とか、色々教

えたり学んだりしているが、市でも積極的に動いてほしい。さらに、コミュニティバスについ

て、高齢者の方がコミュニティバスに乗りづらいと聞いた。足を上げて乗りにくいそうです。

自分で運転できない方が普段使うので、少し考えてほしい。バスの種類も高齢化に向けて考え

る必要はあると思う。 

 

事務局：老人クラブも地域の人たちに、もっと活動内容や、楽しみなどをお話してもらえるようにな 

ると活動しやすくなると思います。また、防災資料館ですが、最初は新聞とかにも取り上げて

もらいましたが、最近は少し落ち着いてきたかと思いましたが、まだまだ視察にたくさん来て

もらって良かったと思います。展示なども、ずっと同じにならないような工夫もしていると思
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いますので、引き続きＰＲをしていきたいと思います。コミュニティバスですが、一応ステッ

プの低いバスで、お年寄りなどに考慮しているバスを使っています。例えば車椅子とかでも運

転手さんに伝えてもらえれば、介助して乗ることもできます。実際使ってみて、やっぱり乗り

にくいということがあれば、市の方に言っていただければと思います。 

 

 

事務局：資料１-５重点施策マネジメントシート「旭市生涯活躍のまち・あさひ形成事業」、資料２-１

令和 4 年度地方創生推進交付金事業結果について説明 

 

委 員：先日、ビジョンの発表をした時に、知り合いに声かけて、是非見に来てくださいみたいな話が

あったので、いろいろ声かけをした中で、たまたま議員も来ていました。非常に良いことをた

くさんやっているのに、告知がされていない。地方創生推進交付金ですが、みらいあさひ協議

会の中でもやっぱ告知が上手じゃないんじゃないっていうことは話をして、協議会の方など

色々情報は出てくるようになったが、やっぱり見に行かなくちゃ見れないっていうところはあ

るなと思う。ローカルチャレンジャーに令和４年頃に参加した方々が今、活発に市内で活動を

してくれていて、横の繋がりができていることは非常に実感している。良い事業なので、もっ

と目に届くようになったらいいなと思っている。 

 

事務局：一般社団法人みらいあさひの発表は、確かに素晴らしかったです。この周知がどこまでいっ 

ていたかと考えると、こういうのはやっぱり広く知ってもらって、みんなに来てもらうような 

形が取れれば良かったかなと思いました。また、ローカルチャレンジャーについても同じで、

頑張って、自分で小さな店じゃないですけど、売り物とかやりたい、でもどうやっていいかわ

からないっていう人がステップを踏んで販売まで結びつけていくというような取り組みにな

りますが、そこで集まった人同士で横のつながりができて、そのつながりは、どんどん市内に

広がっていっていくような趣旨で実施していますので、おひさまテラスのイベントの一つとし

て引き続き周知していきたいと思います。 

 

委 員：おひさまテラスですが、令和 4 年度の利用者は何人ぐらいか。また、多世代交流施設として、

主に利用が多いのは何歳ぐらいか。 

 

事務局：利用者数ですが、令和 4 年度は約 25 万 4 千人弱になります。年代ですが、10 代までが 30％、 

50 代以上が 25％、30 代が 20％、40 代が 17％程です。 

 

委 員：おひさまテラスで、市の恋活事業をやりました。私も協議会で借りたいなと思ったんですが、

レンタル料金が高いと聞いた。子ども達が集まって、すごく良いと思っています。家族と行っ

た時に喜んでいて結構人気があるんです。カフェもあってハンバーガーも有名なんですよね。

偶然、君津のほうから食べに来ていた方から聞きました。是非宣伝してほしいと思います。 

 

事務局：例えば市の他の施設の調理室とかと比べれば高くはなっていますが、民間と比べれば、安い設

定になっていると思います。キッチンスタジオは１時間あたり 1,500 円。これを例えば１人で
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使えば 1,500 円ですが、5 人で使えば 300 円になります。ここは利用人数でだいぶ変わってく

ると思います。他にダンススタジオは１時間あたり 1,500 円。ミュージックスタジオは１時間

あたり800円から1,200円。コワーキングスペースの個人共用スペースであれば１人１時間300

円、個室のブースであれば１人１時間あたり 600 円となっています。場所によって、人数が多

ければ当然安くなるっていうのもありますので、そういった利用の仕方もしていただければと

思っています。 

 

 

事務局：資料２-２令和 4 年度地方創生推進交付金事業結果について説明 

 

委 員：観光の商談会などで、そもそも旭市を知らないっていうところからスタートしました。旭市が

被災したことも知らないという状況ですが防災資料館は非常に好評です。旭のまちが露出して

いるのは、市民の方々も実感しているのではないかと思う。今、観光のロケ地マップを配布し

ています。直近で言うと、昨年末の孤独のグルメでは、紹介された飲食店は非常にたくさんの

人が来てくれて、旭市を周遊してくれたと感じている。また、この前も、ふるさと納税の日本

一を決める番組があり、旭市のふるさと納税の返礼品のはまぐりが全国１位になりました。こ

れからどう発信していくかを市でも研究してもらい、もちろん私たちも一緒に学びながら結果

につなげていきたい。はまぐりは、番組の後、１日 400 件以上の問い合わせや注文があった。

旭のほかの返礼品にも波及しているので、この事業がもっと評価されていくべきと感じている。 

 

事務局：だんだん市民の方も旭市が知られてきているのを実感しているのかなと期待しています。話題

のドラマや、ふるさと納税の返礼品に関して、旭市が出ましたので、市外の人に知ってもらう

のも大事ですし、市内に住んでる人にとっても旭市は、すごいねと思ってもらいたいです。ぜ

ひ旭市を知ってもらい、好きになってもらいたいので、引き続き、一歩一歩ですけれども進め

ていけたらと思います。 

 

 

事務局：次第の３ その他 資料３基本施策評価シートについて説明 

※資料３について、いくつか事業をピックアップして説明を考えていたのですが、時間の都合

で省略させていただきたいと思います。本日配付しました「基本施策評価（定住自立圏共生ビ

ジョン掲載事業含む）に係る意見等」にご意見等ございましたら、来週 20 日金曜日までに提

出をいただければと思います。今日いろいろ説明させていただきましたので、基本施策に限ら

ず他のところも含めて提出をお願いできればと思います。 

 

委員長：今日、当日配布で配って頂いた資料で十分お聞きできなかった部分、また、最後の定住自立圏

共生ビジョン等、是非、お問い合わせをくださいっていうことです。よろしくお願いします。

それでは以上ですが、委員の皆様から是非というご発言あれば、お伺いしたいと思いますがい

かがでしょうか。事務局からいかがでしょうか。 

 

事務局：次回の推進会議の予定なんですけども、来年の 3 月上旬を予定しています。開催については改
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めて通知をさせていただきます。内容は、次の総合戦略策定に向けて実施しました市民アンケ

ート等の結果や、今月 29 日から 3 回、高校生や子育て世代のお父さん、お母さん、シニア世

代の方との意見交換会を予定していますので、そちらの結果についてもご報告させていただき

たいと思います。よろしくお願いします。 

 

４ 閉会 


